
  着物
　多くは肩あげと腰あげが施され、成長に合わせて長
く着用できるように仕立てられています。振袖には子
どもの体熱を逃がすため、身八つ口（脇が開いた形状）
が付いています。

  絵画
　端午の節句には、鯉や武
者、鐘

しょうき

馗などの絵や幟
のぼり

も飾ら
れました。端午の節句は「菖
蒲の節句」とも言い、もとも
と邪気払いの祭りでした。や
がて「菖

しょうぶ

蒲」が「尚
しょうぶ

武」や「勝
負」と音が通じ、競馬等が催
されていたことから次第に
男の子の節句となり、邪気払
いに加えて子の立身出世や
たくましさを願ってこのよ
うな絵が好まれたようです。

  武具
　大人用の甲冑や刀剣
をそのまま小さくした
ように精巧に作られて
います。稚

ち ご

児用甲
かっちゅう

冑は
初めて鎧

よろい

を身に付け成
長を祈る儀礼〈鎧

よろいき

着初
ぞ

め〉に使用されます。

  人形・工芸品
　子どもの無事の成長を願って、人形を上

じょうし

巳や端午の
節句に飾るなどしました。また季節を感じさせるもの
として、鯉や玩具など
子どもにまつわる題材
の工芸品が多くありま
す。

　今年の 6月 16 日は、旧暦で端
たんご

午の節句です。これにちなみ、越前松平家に伝来している子どもにまつわる品々をご
紹介します。子ども向けの武具や衣服などは、小さなサイズながらもすばらしい出来栄えで、たくましく育つことを
願う親心を感じさせるものばかりです。また、美術工芸品にも子どもに関わる作品が多く、それらは年中行事で使用
されるなど季節を表すものであると共に、子の成長が人々にとって関心の深い事柄だったことが伺われます。
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●会　場　松平家史料展示室
●会　期　平成22年5月8日（土）
　　　　　　　　 ～7月4日（日）
●休館日　6月7日（月）、6月8日（火）

虎に鐘馗図
狩野元昭筆
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企画展予告

越前松平家の名品Ⅵ　展示資料一覧

No. 資　料　名 員　数 所　　蔵

1 脇指　銘　伊勢守藤原國次／越前於松岡　江戸時代 一口 越葵文庫
2 青貝微塵散蛭巻脇鞘指拵（稚児差）　江戸時代 一具 越葵文庫
3 金小札緋糸縅二枚胴具足　11代藩主重昌所用　江戸時代（18世紀） 一領 越葵文庫
4 茶地葵紋付桐唐草文様金襴幼児用陣羽織 一領 越葵文庫
5 縹麻地葵紋付幼児用半裃 一具 越葵文庫
6 縹絽地葵紋付葵桐笹模様産着 一領 福井市春嶽公記念文庫
7 黒地葵紋付武具揃模様産着 一領 個人蔵
8 萌黄地葵紋付笹雀模様幼児用振袖 一領 越葵文庫
9 白麻地葵紋付鶏模様幼児用振袖 一領 越葵文庫
10 紅地牡丹桜模様振袖姿女児市松人形 一体 個人蔵
11 紅地牡丹桜模様幼児用振袖 一領 個人蔵
12 黒地葵紋付羽織姿男児市松人形 一体 個人蔵
13 振袖姿女児市松人形 一体 個人蔵
14 町人姿男児市松人形 一体 個人蔵
15 町人姿女児市松人形 一体 個人蔵
16 青縮緬地金太郎模様ちゃんちゃんこ 一領 福井市春嶽公記念文庫
17 紺綸子地蝉に軍配模様ちゃんちゃんこ 一領 福井市春嶽公記念文庫
18 虎に鐘馗図　狩野元昭筆　江戸時代（17世紀） 一幅 福井市春嶽公記念文庫
19 鐘馗図　春木南溟筆　明治 5年（1872） 一幅 福井市春嶽公記念文庫
20 鐘馗図　鳥居清忠筆　大正時代 一幅 福井市春嶽公記念文庫
21 郭汾陽図　伊達宗紀・山内容堂賛　安政 5年（1858） 一幅 福井市春嶽公記念文庫
22 鯉図　市川徳行筆　江戸時代（19世紀） 一幅 福井市春嶽公記念文庫
23 萌黄地鯉に水草模様掛袱紗 一条 福井市春嶽公記念文庫
24 象牙彫犬張子童子像置物 一点 福井市春嶽公記念文庫
25 象牙彫鯉幟童子像置物 一点 福井市春嶽公記念文庫
26 菖蒲図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
27 七福神図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
28 鍾馗図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
29 玩具尽し図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
30 犬玩具図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
31 でんでん太鼓に犬玩具図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
32 鯛車に打出小槌図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
33 竹馬図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
34 鯛抱き童子図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫
35 太刀に兜図帯留 一点 福井市春嶽公記念文庫


